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の感覚の回復がみられ，1名の患者で肛門括約筋の随意収

縮がみられた．2名は ASIA A から Cへ回復し，その他の

患者においてもASIA motor score において何らかの回復が

認められた．上肢の運動機能の回復はASIA scoreで平均6.3

±1.2，下肢の運動機能の回復はASIA scoreで平均3.9±1.0

であった．感覚機能ではASIA sensory score において，

light touch で平均 20.3 ± 5.0，pinprick で，平均 19.7 ± 4.6

であった．1名の患者で感覚機能の低下と，一時的な疼痛

の出現をみた．脊髄損傷患者に対する自家嗅粘膜移植が一

定の効果を示した．

〔コメント〕ES 細胞や骨髄間質細胞を用いた急性期，また

は亜急性期脊髄損傷に対する神経再生医療が企図されてお

り一部臨床研究が行われたものもあるが，いまだ倫理的問

題を解決できておらず，また急性期亜急性期では効果判定

が困難であるという臨床研究上の大きな問題を抱えたまま

である．本論文では自家移植であるため倫理的問題が少な

く，また慢性期脊髄損傷患者が対象であることから臨床研

究として成立している．しかし，嗅神経鞘細胞の神経軸索

伸長作用や嗅粘膜上皮の基底細胞の神経再生能力について

は多くの知見が得られているが，嗅粘膜移植においての作

用についてはいまだ基礎研究デ－タに乏しく，裏づけとな

る基礎研究が俟たれるところである．

　嗅粘膜は神経軸索伸長作用を有するとされている嗅神経

鞘細胞と神経幹細胞様の振る舞いをする基底細胞を含んで

おり，神経再生能力を有する組織として期待されている．

本臨床研究は慢性期の脊髄損傷患者に自家嗅粘膜を移植し

て，その効果をみたものである．対象とした患者は，

ASIA（American Spinal Injury Association）分類 A，すなわ

ち両下肢完全運動感覚麻痺の 18 歳から 32 歳までの受傷後

半年から 6年半の 7人の患者であった．その損傷の長さは

MRI 上 1 ～ 6 cm で，範囲は第 4頸椎から第 6胸椎レベル

であった．手術は 2001 年から 2003 年にかけて行われ，術

前術後でMRI，筋電図，ASIA score，耳鼻科的評価がなさ

れた．手術では障害部位の瘢痕組織を取り除き，細切され

た自家嗅粘膜が同時に移植された．術後 2名の患者で膀胱

　培養された嗅神経鞘細胞が，ラット脊髄や脊髄神経の解

剖学的また機能的回復をもたらすことが示されてきた．嗅

神経鞘細胞は本来の嗅粘膜中の固有層にあっても，また移

植された後にあっても，神経線維の再生のための道筋をつ

くっているようである．この道筋は線維芽細胞によって裏

打ちされた外膜と神経線維に直接接する内膜からなる．シ

ュワン細胞とはまったく異なる嗅神経鞘細胞の重要な働き

は，astrocyte との相互作用である．嗅神経鞘細胞がグリア

瘢痕由来の superfi cial astrocytic process と接すると，嗅神

経細胞の配列に応じてその配列を変える．これが軸索再生

へとつながる．この相互作用こそ，嗅神経鞘細胞の神経軸

索再生効果であると考えられる．

〔コメント〕嗅神経鞘細胞がいったん離断された中枢神経

軸索を再生させることは，多くの研究結果によって示され

ている．本論文は多くの実験結果を元にその作用機序につ

いて考察したものである．多くの研究はいかに切断された

神経軸索を伸長させるかという点に注がれているが，実際

の神経軸索損傷においては局所的また継続的に切断箇所に

おいて軸索の発芽とも言うべき再生が起こっている．また，

切断されたシナプス後線維も活発に新しい connection を受

け入れている．よって問題はいかにもとの軸索のつながり

を取り戻すかという点にあると思われる．この点において，

本論文は神経再生における嗅神経鞘細胞の最も重要な作用

の 1つに言及したものといえる．

（大阪大学大学院脳神経外科　岩月幸一）
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